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中

国
天
台

に
お
け
る

『円
覚
経
』

岩

城

英

規

『円
覚
経
』
は
中
国
の
唐
代
に
作
成
さ
れ
た
偽
経
で
あ
り
、
宗
密
が

終
生
を
傾
け
て
注
釈
を
著
し
て
以
来
、
そ
の
後

の
中
国
仏
教
の
方
向
を

決
定
す
る

こ
と
に
な

っ
た
起
信
論
に
替
わ
る
極
め
て
重
要

な
経
典
で
あ

る
。
ま
た
宗
密
が
取
り
上
げ
て
か
ら
、
華
厳

・
天
台

・
禅
を
問
わ
ず
、

宋
代
以
降
広
く
注
釈
書
が
著
さ
れ
た
。
本
論
文
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
天
台
系
注
釈
書
の
特
徴
を
見
る
と
と
も
に
、
経
や
宗
密
の
注

釈
書
と
の
注
釈
傾
向
の
違
い
を
比
較
対
照
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
徴
を
簡

潔
に
ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

-

『円
覚
』
と
い
う
概
念
に
対
す
る
経

・
略
疏

(宗
密
)
・
集
註

・
心
鏡

間

の
解
釈

の
相
違
-

『円
覚
経
』
は
そ
の
名

の
通
り
、
『
円
覚
』
に
つ
い
て
説
く
経

典

で

あ
り
、
『
円
覚
』
が
こ
の
経
典
の
中
心
を
為
す
(概
念
と
な

っ
て

い
る
。

と
い
う
こ
と
は

『
円
覚
』
は
い
う
語
に
対
す
る
解
釈
を
比
較
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
経
典
及
び
各
注
釈
書
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。
よ

っ
て
今
か
ら
各
注
釈
書
に
お

け

る
。
『
円
(覚
』
の

解
釈
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

-
経
に
お
け
る

『
円
覚
』
の
用
法
-

経
に
お
け
る

『
円
覚
』
の
用
例
は
総
計
63
個
所
で
あ
り
、

こ
の
う
ち

菩
薩
の
名
前
と
し
て
の

『
円
覚
』
(円
覚
菩
薩
)
を
除
く
と
58
個
所
と
な

る
。
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
と
経
で
は

「
修
行
者
が
到
達
す
べ
き
最
高

の

境
地
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
原
義

に
な
り
、

こ

れ
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
し
て
、

こ
の
境
地
を
普
遍

・
抽
象
化
し
個
別

の
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
よ
う
に
な

っ
た

「
性
」
と
し
て

の
意

味

や

「
最
高
の
境
地
に
至
る
た
め
の
究
極
の
教
え
」
と
い
っ
た
意
味

で
用
い

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

-
宗
密
の
略
疏
に
お
け
る

『
円
覚
』

の
解
釈
-

次
に
宗
密
に
お
け
る

『
円
覚
』

の
解
釈
に
つ
い
て
見
る

こ
と

に

す

る
。
宗
密
に
は
円
覚
経
の
注
釈
書
と
し
て
略
疏

・
略
疏
妙

・
大
疏

・
大

疏
砂
の
四
種
類
が
あ
る
が
、
後

に
述
べ
る
円
覚
経
集
註
が
略
疏
を
基
本

に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
略
疏
に
お
け
る

『
円
覚
』

の
解
釈

を
中
心
に
見
る
こ
と
に
す
る
。
『円
覚
』
の
解
釈
部
分
に
つ
い
て

は

経

の

『
円
覚
』

の
部
分
に
関
す
る
も
の
と
、
そ
の
他
の
部
分

の
説
明
が
あ
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る
が
、
ど
ち
ら
に
も
経
と
は
異
な
る
独
自

の
解
釈
が
見
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
経
に
お
い
て

『
円
覚
』
は

「最
高

の
境
地
」
と
い
う
意
味
で
用
い

ら
れ
た
が
、
宗
密
に
お
い
て
は

「最
高

の
境
地
」
に
達
す
る
主
体
と
し

て
の
修
行
者
と
い
う
観
点
が
重
視
さ
れ
、
さ
ら
に
厳
密
に
言
え
ば

「
最

高

の
境
地
」
が
起
こ
り
得
る
場
と
は
修
行
者
の
心
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
円
覚
』
を

「
修
行
者
の
心
が
到
達
し
得
る
最
高

の
境
地
」
と
い
う

意

味
で
捉
え
、

こ
れ
か
ら
進
ん
で

「
最
高
の
境
地
に
到
達
し
た
心
」
と
い

う
意
味
に
ま
で
解
釈
が
心
に
引
き

つ
け
ら
れ
て
く
る
。
思
う
に
こ
れ
は

宗
密
自
身
が
教
禅

一
致
を
主
張
も
た
禅
の
実
践
者
で
あ
り
、
円
覚
経
を

自
ら
の
体
験
を
基
に
し
て
解
釈
し
た
結
果
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

-
円
覚
経
集
註
に
お
け
る

『
円
覚
』
の
解
釈
-

天
台
系

の
注
釈
書
の

一
つ
で
あ
る
集
註
の
解
釈
を
見
て
み
よ
う
。
集

註
は
宗
密

の
略
疏
を
基
本
に
天
台
の
諸
師
の
注
釈
書
を
会
合
し
て
著
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
宗
密
の
略
疏
で
は

『
円
覚
』
を
修
行
者
の

憎
心
に
約

し
て
解
釈
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
が
、
集
註
で
は
こ
の
方
向

は
是
正
さ
れ
、
最
高
の
境
地
を
普
遍

・
抽
象
化
し
た

「
性
」
と
し
て
の

も
の
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

「
一
切
法
唯
心
体
具
全
心
発

生
互
収
即
遮
即
照
離
性
離
相
皆
真
皆
如
心
仏
衆
生
三
無
差
別
是
則
塵
労

妄
想
即
大
円
覚
」
(五
左
上
)
「
円
満
覚
性

三
諦

具

足

『自

性
』
中

也

『
非
性
』
空
也

『
性
有
』
仮
也

『
有
』
是
具

義
」
(二
二
右
上
)
、「妙
円

覚
体
徳
量
遍
融
心
仏
衆
生
三
無
差
別
」

(二
六
左
上
-
下
)
、
「妙
円
覚
智

契
中
道
也
」
(二
八
右
上
)
な
ど
で
あ
る
。
性
と
し
て
の
解
釈
と
い
う
点

で
は
経
本
来
の
立
場
に
戻

っ
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。

で

は
そ

の

「性
」
と
し
て
の
円
覚
の
内
容
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
天
台
系

の
注
釈

書
ら
し
く
唯
心
体
具

・
三
諦
具
足
と
い
っ
た
諸
法
を
性
具
す
る
も
の
と

規
定
さ
れ
る
。
『
妙
円
覚
心
』
の
解
釈
で
は

「
本
周
法
界
唯
心
唯

色

非

外
非
中
互
具
互
収
誰
依
誰
正
迷
情
強
隔
復
本

一
如
」
(
一
三
左
下
-

一
四

右
上
)
と
説
明
さ
れ
原
則
的
に
は
色
心
等
分
主
義

に
立

っ
て
い
る
が
、

起
信
論
思
想
の
影
響
に
よ
り
、
本
来

の
天
台
思
想
が
改
変
さ
れ
た
面
も

見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば

「無
明
本
来
自
性
空
寂
、

非
由
今

日

滅

破

方

無
、
智
者
云
陰
入
皆
如
無
苦
可
捨
塵
労
本
清
浄
無
集
可
断
、
以
性
奪
修

諸
行
無
作
」
(郭
南
)
(七
右
上
-
下
)
が
そ
れ
で
清
浄
真
如
を
基
本
と
す

る
思
想
に
方
向
が
修
正
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
首
楊
(厳
経
の
経
体
と
さ
れ

る

「
常
住
真
心
性
浄
明
体
」
が
用

い
ら
れ
る
な
ど
心
を

一
切

の
根
本
に

置
く
思
想

の
影
響
が
部
分
的
に
見
ら
れ
る
。

-
円
覚
経
心
境
に
お
け
る

『
円
覚
』

の
解
釈
-

天
台
系

の
も
う

一
つ
の
注
釈
書
で
あ
る
心
鏡

の
解
釈
に
つ
い
て
見
る

と
、
集
註
と
比
べ
て
心
鏡
は
そ
の
名
が
示
す
通
り
心
に
約
し
て
解
釈
す

る
傾
向
が
強

い
。
『
円
覚
』
に
対
す
る
解
釈
を
見

て
み
る
と
、
諸

法

を

性
具
す
る
も
の
と
し
て
の
天
台
思
想
に
基
づ

い
た
説
明
と
清
浄
突
如

・

不
変
随
縁
と
し
て
の
起
信
論
思
想
に
基
づ
い
た
説
明
の
両
方
が
為
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
前
者
と
し
て
は

「
大
円
覚

性
廓
十
法
界
界
界
互
隔

出
生
無
尽
自
行
則
浄
機
亡
混
無
不
空
中
化
他
則
帝
網
交
羅
三
千
皆
仮
故

日
究
寛
円
満
遍
十
方
即
如
上
十
界
也
」
(四
七
九
左
下
)
、
「若
大
乗
菩
薩

中
国
天
台

に
飼
け
る

『
円
覚
経
』

(岩

城
)
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中
国
天
台
に
お
け

る

『
円
覚
経
』
(
岩

城
)

修
円
頓
行
以
性
奪
修
名
無
作
行
皆
是
性
悪
法
門
直
指
華
騎
生
死
浬
拝
本

如
来
蔵
即
大
円
覚
」
(四
九
一
左
上
-
下
)
、
「今
修
円
覚
用
以
中
道

仏
性

諸
法
実
相
如
如
之
理
為
観
為
境
」
(五
一
七
右
下
-
左
上
)
な
ど
が
あ
り
、

後
者
と
し
て
は

「
以
由
円
覚
無
自
性
故
遇
染
則
情
生
十
界
倶
染
在
理
則

性
浄
十

界
倶
浄
」
(四
七
六
左
下
)
「円
覚
随
縁
作

一
切
法
在
身

則

全

覚

性
為
四
大
」
(四
八
六
左
下
)
な
ど
が
あ
る
。

さ
ら
に
心
鏡
に
お
い
て
特

徴
的
な

こ
と
は

『
円
覚
』

の
持

つ
性
質
と
し
て
こ
の
両
者
を
並
立
し
て

い
る
点

で
あ
る
。
た
と
え
ば

「円
覚
如
美
玉
堰
不
能
染
円
覚
清
浄
繊
不

能
入
円
覚
真
実
虚
妄
不
入
、
又
須
知
円
性
即
三
千
具
徳
之
性
亦
包
蔵

一

切
善
悪
」
(四
九
三
右
上
-
下
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
円
(覚
の
二
面

性

の
並
立
と
い
う
問
題
は
華
厳
経
を
引
用
し
て
の
解
釈
に
も

見

ら

れ
、

「
復
将
所
顕
三
千
妙
法

一
一
歴
於
色
心
依
正
衆
生
諸
仏
百
千
三
昧
無
量

行
門

轡
一
無
非
円
覚
妙
心
如
是
則

一
切
衆
生
皆
砒
盧
体

一
切
国
土
悉
寂

常
光
心
仏
衆
仏
三
無
差
別
」
(四
八
七
右
上
-
下
)
と

「
円
覚
即
仏

也
、

帰
已
識
心
反
観
諸
法
唯
心
所
造
、
今
之
歴
法
要
顕
心
具
具
無
別
具
尽
是

縁
生
生
無
別
生
尽
是
心
具
、
心
性
心
具
法
法
清
浄
故
云

『
顕
心
清
浄
』

華
厳
云
三
界
無
別
法
唯
是

一
心
作
」
(四
八
七
右
下
)
と

が

そ

れ

で
あ

る
。
前
者

を

「
心
仏
衆
生
三
無
差
別
」
で
解
釈
し
、
後
者
に
は

「
三
界

無
別
法
唯
是

一
心
作
」
を
配
し
て
説
明
し
て
い
る
が
、
本
来
統
合
さ
れ

る
こ
と

の
な
い
こ
の
両
者
を
と
も
に
用
い
て
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

注
釈
者

の
問
題
意
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
心
鏡
で
は
色
心
等
分
主
義
に
原
則
的
に
は
立

ち
な
が
ら
も
、
前
述
の

「唯
是

一
心
作
」
を
引
用
し
た
心
具
的
な
解
釈

や
集
註
と
同
じ
く
首
楊
厳
経
を
用
い
た
円
覚
の

解

釈
、

「円
覚
妙
性
性

不
自
守
随
縁
作
種
種
名
-
常
住
真
心
、
性
浄
明
体
、
空
如
来
蔵
、
浬
架

妙
心
、
諸
法
実
相
、
王
三
昧
、
真
如
、
法
界
、

第

一
義

諦
、
無

生
妙

理
」
(五
二
四
右
上
-
左
上
)
や
、
首
携
厳
経
の
解
釈
で
引
用
し
た
山
外
派

の
孤
山
智
円
の
著
作

の
部
分
、

「孤
山
云
、

携
厳
阿
難
難
請
於
止
以
即

一
而
三
故
止
観
亦
即
平
等
三

一
互
融
是
以
妙
以
称
由
妙
方

日
楊
厳
大
定

也
」
(五
〇
四
左
下
-
五
〇
五
右
下
)
な
ど
、
心
情
的
に
は
唯
心
主
(義
に
共

感
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

-
お
わ
り
に
-

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
集
註

・
心
鏡

の
両
老

と
も
天
台
思
想
に
基
づ

く
解
釈
を
行

っ
て
い
る
が
、
起
信
論

・
楊
厳
経
に
よ
る
唯
心
思
想
の
影

響
が
見
ら
れ
、

こ
の
両
者
が
統
合
さ
れ
な
い
ま
ま
水
と
油
の
如
く
並
立

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
心
鏡
の
方
が
集
注
よ
り
も
唯
心
思
想

へ
の
共
感
が
強
く
見
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は

こ
の
時
代
に
お
け
る
天
台
系
の
諸
師
の
思
想
傾
向
を
反
映
し
た
も
の
と

見
ら
れ
、
彼
ら
の
禅
に
対
す
る
共
感
と
反
発
と

い
っ
た
苦
悩
が
看
取
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

円
覚
、
唯
心
体
具
、
清
浄
真
如

(東
京
大
学
大
学
院
)
,
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